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イベント概要 

 

[企業名]  ライオン株式会社 

 

[企業 ID]  4912 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2025 年度決算説明会 

 

[決算期]  2025 年度 通期 

 

[日程]   2026 年 2 月 12 日 

 

[ページ数]  36 

  

[時間]   17:00 – 18:02 

（合計：62 分、登壇：27 分、質疑応答：35 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  5 名 

代表取締役 兼 社長執行役員 最高経営責任者    

       竹森 征之（以下、竹森） 

代表取締役 兼 副社長執行役員  福田 健吾（以下、福田） 
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代表取締役 兼 副社長執行役員  鈴木 均 （以下、鈴木） 

執行役員 経理部・コーポレートサポート部担当 経理部長   

      竹生 昭彦（以下、竹生） 

執行役員 経営企画部・広報部担当 経営企画部長 兼 

海外ビジネスユニットグループ戦略連携担当部長 

      新井 将英（以下、新井） 
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登壇 

 

司会：本日はお忙しい中、ライオン株式会社、2025 年度決算説明会にご参加をいただきまして誠

にありがとうございます。 

初めに、弊社の出席者をご紹介させていただきます。社長の竹森でございます。副社長の福田でご

ざいます。副社長の鈴木でございます。経理部長の竹生でございます。経営企画部長の新井でござ

います。 

これより、2025 年 12 月期決算説明資料に基づき、竹森よりご説明した後、質疑応答に移らせてい

ただきます。会議全体の時間は 1 時間を予定しております。それでは早速説明に入らせていただき

ます。竹森社長、お願いします。 
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竹森：本日はお忙しい中、本当にありがとうございます。改めて社長の竹森でございます。どうぞ

よろしくお願い申し上げます。 

本日はこちらの 4 点に沿ってお話をしたいと思っております。 
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ハイライトです。まず初めに 2025 年の業績のサマリーです。 

2nd STAGE の戦略を着実に遂行し、増収増益、マージンも改善、2 期連続の公表達成となりまし

た。 

一般用消費財は、収益性の改善に加えて、創出した利益を高付加価値製品の育成に振り向けた結

果、持続性ある成長モメンタムを生むことができました。 

海外は、各国の状況、事業の環境が厳しくなる中、利益重視のマネジメントに舵を切りました。結

果、増収増益を確保しました。 

2026 年は 2nd STAGE の目標達成に向け、勝負の年になります。戦略の実効性、そしてスピード

を高めるべく、マネジメントのプロセスを変え、国内、海外を中心とするビジネスユニット制にシ

フトしました。 

本日発表しました大きな事業ポートフォリオのアクションを含め、このあと順を追ってご説明致し

ます。 
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まず 2025 年の連結の業績です。 

先ほど申し上げましたが、売上高は 4,220 億円、公表に対し 20 億円上回りました。また利益につ

きましても、全ての項目で公表を上回ることができました。2nd STAGE のテーマ、「収益力の強

靱化」に向け順調なスタートが切れたかと思っています。 

事業利益は 307 億円、対前年 44 億円の増益です。その中身について、狙った通りの成果が表れて

おりますので、この後ご説明します。 

なお、営業利益の増益にはベトナムのメラップライオンの 100%子会社化にともなう段階取得差益

が含まれています。 
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こちらが 2025 年の実績のキーチャートの一つです。事業利益の増減要因の分解です。 

表のプラスマイナスは年間、括弧[  ]内は 10 月～12 月の前年増減でございます。 

このスライドで皆様にお話ししたいメッセージが大きく二つございます。 

まず一つ目、1 年前に皆さんに 2025 年の粗利要因 52 億円を目指したいとお話しました。結果、

おおむねお伝えしたとおりの着地でございます。 

二つ目、下期、特に 10～12 月で伸ばすべき分野、ブランドは伸ばすというお話をさせていただき

ました。結果、競争費用は国内のオーラルヘルスケア、そして新製品を中心に重点的に投下しまし

た。粗利は青字の括弧[  ]のところ、プラス 35 億円、投下以上に粗利が返ってきており、健全に伸

ばすことができました。 

もちろん期中ではさまざまな変動がありました。しかしながら、年間では狙った方向での収益力強

化が着実に進んだととらえています。 
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続いてセグメント別です。 

一般用消費財につきましては、高付加価値製品の重点育成により 1.6%の増収、事業利益は収益構

造改革の施策効果の貢献により、利益率が、スライドの一番右の括弧に記載のとおり、1.4 ポイン

トの増加です。売りと利益のバランスが整ってきたと考えています。 

海外事業は、主要国における重点施策の効果の発現、そして、7 月からベトナムのメラップライオ

ンが加わったこともあり、増収となるとともに、収益性も向上しています。その率は、一番右の括

弧に示している通りです。 
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一般用消費財のブレイクダウンです。 

最重点のオーラルヘルスケアでは、高価格帯ハミガキの成長が牽引し、4.7％の成長。ファブリッ

クケア、リビングケアは減収となっておりますが、収益性のトレンドを表す右端の矢印でお示しし

たとおり、収益性は改善しております。 
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こちらは直近 10～12 月の増減を記載したものです。これも矢印を見ていただきたいと思います。 

全体として売上成長のモメンタムを生むことができています。リビングケアは SKU 削減の影響を

受けましたが、高付加価値新製品により、ミックスは改善しております。 
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続いて海外です。繰り返しになりますが、増収増益です。 

東南・南アジアは、好調が続くマレーシアに加え、7 月の高収益事業を展開するベトナム連結化の

効果もあり、増収増益。マージンも 1.5 ポイント向上しています。2023 年から 2024 年のマージン

率の向上は 0.2 ポイントでしたので、2nd STAGE に入って順調にマージンが向上しています。そ

の背景には、パーソナルケアの高まりがございます。スライドに数字はございませんが口頭で申し

上げます。タイのパーソナルケアの売上前年比は 106％、マレーシアは 109％、大きく利益ある成

長が実現できています。 

北東アジアは、中国が増収ですが、韓国が前年を下回り減収減益となりました。 

海外全体を合わせますと、売上高は実質で 1.5％のプラスです。これまで成長に舵を切っていたの

で、マージンは思うように率は伸ばすことができませんでしたが、利益ある成長を志向したため、

0.8 ポイント向上しております。さまざまな厳しい状況におきましても、利益ある成長を実現する

ことができたととらえております。 
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こちらも国内同様、直近の 10～12 月の増減を主要 4 カ国で記載しました。矢印を見ていただきた

いと思います。 

タイはトータルとしては下がっております。地政学上の問題による輸出事業の減少が続きました。

しかしながら、オーラルヘルスケアを中心にパーソナルケア分野の強化に努めました結果、タイの

内需は堅調に伸ばすことができました。 

マレーシアは、リニューアルした液体洗剤を中心に成長が継続し、加えて、タイ同様にパーソナル

ケア分野も大きく伸長しています。 

中国は、消費の二極化が進む中で、ブランド戦略の転換を図っています。加えて、配荷管理を徹底

した結果、オフラインチャネルが伸長し、増収増益を確保することができました。 

韓国は、周辺国への輸出減の影響を受けましたが、取り戻し施策の効果もあり、10～12 月の減収

幅は縮小しています。 
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続いて、中計初年度の施策の結果をお話する前に、改めて基本方針を振り返りたいと思います。 

「収益力の強靱化」に向けた基本方針に基づく施策の実行により、右に掲げる経営指標の達成を目

指しております。特に 1 点目、「事業ポートフォリオマネジメントの強化」について、お示しして

いる重点施策の成果について、今から説明します。 
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まず、オーラルヘルスケアの成長加速です。 

結論を先に申し上げます。手応えを感じています。国内外で重点的に育成に取り組んできました。

その成果はすでに各国で表れています。 

日本では、最高価格帯のハミガキの新製品の育成に成功し、シェアは上昇、売上前年比 105％。 

中国は高付加価値ブランドの育成、そして先ほどお話をしたオフラインチャネルの重点施策の効果

が発現しています。結果、売上前年比は 103％。 

昨年、ブランド戦略、チャネル戦略を抜本的に見直したタイは、現地パートナーと連携を図ったこ

とで、10～12 月は大きく成長し、年間の売上成長率でも二桁の 114％の成長ができています。 

また、マレーシアは、ローカルブランドの Fresh＆White を中心に、120％の成長となりました。 

グローバルブランドのコルゲートがいる中でも、両国においてしっかりと成長を果たしています。

これは 2026 年にも続くものととらえています。 

グループ全体でのオーラルヘルスケアの成長率は、年初想定 5～6％に対して 5.2％の着地となりま

したので、おおむね想定線との認識です。 
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一般用消費財の収益構造改革です。 

こちらも順調に進展しており、主要施策の KPI は達成しています。 

単にコストを削っただけではなく、値上げ・高付加価値化、メリハリをつけた競争費用の投下が奏

功したことによるものだととらえています。この効果は、先ほど来お話をしてきた下期のトップラ

イン改善にも表れております。 
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初年度の成果と、本年取り組むべき重点テーマをまとめます。 

海外においては、中計をスタートした時点から足元の状況は刻々と変化をしています。昨年 2025

年はその変化をとらえ、利益ある成長を確保できましたが、本年 2026 年はその厳しさは継続する

と想定しています。 

ゆえに、グループ全体で高収益事業の育成に改めて注力をし、収益性の向上をともなう成長を実現

していきたいと考えております。 

具体的な取組みはこの後ご説明します。 
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今年度の施策の話に移ります。 

まず大きな前提として、当社が参入しているマーケットのトレンドは、消費の二極化が進む傾向に

あります。特に高機能・高単価の製品は伸長が続いています。多くのカテゴリにおいて、高価格帯

の伸長が市場全体の伸長を上回っていることはデータからも見てとれます。 

このトレンドにいかにアジャストをするか。当社としては、改めて本中計のポートフォリオ戦略に

沿い、高付加価値製品、そしてそのブランドへの育成投資を強化し、事業の高収益化を図る一方、

投下資本の効率化を高めることで、2nd STAGE のテーマである「収益力の強靱化」をさらに推し

進め、利益ある成長を加速させていきたいと考えております。 
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こちらはポートフォリオマネジメントのあるべき姿です。本中計ではそれぞれの事業の役割を明確

化しましたが、その役割に沿った戦略を進めています。 

右上、最重点のオーラルヘルスケア事業では、国内外で売上・利益ともに牽引役として引き続き拡

張に努めます。 

左側のチャレンジ事業では、1 月に発表したオーストラリア、PNB 社の買収により、新たな事業

基盤を獲得しました。なぜこのアクションを行ったのかなどについては、後ほど詳しくお話しま

す。 

そして左下、構造改革事業は、本日、化学品事業子会社 2 社の株式譲渡を発表しました。ホームケ

ア分野では収益改善施策を推し進め、安定的な収益体質の構築に一定の成果を上げることが現時点

でもできております。したがって、矢印は上のほうに向かっております。 

本日はこのポートフォリオに沿ってお話を進めてまいります。 
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まず最重点事業のオーラルヘルスケアについてお話します。 

国内は、引き続き健康志向の高まりに合わせ、歯周病ケアマーケットの拡大が左側のグラフのとお

り見込まれます。 

このページでお伝えしたいメッセージは右側の図です。オーラルヘルスケアのリーディングカンパ

ニーとして、これを進めていきます。主力ブランドの機能強化、歯科用ルートいわゆる歯医者さん

のルートから新技術を展開し、歯科の先生、歯科衛生士さんからの推奨をもらい、歯科医で受ける

プロケアと自宅で行うセルフケア、そしてこの両者をつなぐサービス事業の浸透。この好循環が創

出できるような展開など、三位一体の戦略を進め、市場の拡大を引っ張ってまいります。 

その活動を加速できるケイパビリティがもし当社の外にある場合には、企業・行政・アカデミアと

積極的に交わり、あるいは提携・獲得することを今後さらに具現化してまいります。 
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こちらはオーラルヘルスケアの海外における強化施策です。 

タイ、マレーシアでは先ほどお話したように、ハミガキ市場が伸長しておりますが、当社の出荷も

同様に好調に推移しております。 

中国ではハミガキ市場全体がシュリンクしており、当社もその波に飲み込まれる危険性はあります

が、まだまだ持ちこたえている状態です。 

ここから伝えたいメッセージはまだまだ伸ばせる余地があるということです。それを踏まえ、今年

はどうしていくのか。 

中国では引き続き市場のリスクが想定される中、過度な量的成長を追わず、高付加価値戦略を続け

て強化をしていきます。チャネル展開についても昨年同様、さらに加速をさせ、収益性を重視しま

す。オフラインチャネルは重点管理店との取組みを強化します。オンラインチャネルは新興のプラ

ットフォームを効率的に活用してまいります。 

タイ、マレーシアではブランド、チャネル戦略の掛け合わせが奏功しております。JV パートナー

とともにこれをさらに加速させ、利益ある成長に一層つなげてまいります。 
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次にビューティケア、薬品分野を含むチャレンジ事業です。 

この中計期間では新たな事業機会の創出、全社のマージン引上げへの貢献を進めます。 

もちろん最重点事業がオーラルヘルスケアであることは変わりありません。ただし、チャレンジ事

業についても、投資先を絞り込みながら、海外を中心に新たな事業機会の探索を行っておりまし

た。 

100％子会社化したベトナムでは、高い収益の源泉となっているチャネル網を活かし、今年からオ

ーラルヘルスケア事業を展開していきます。 

シェア No.1 ブランドを有する主要国では利益をともなう安定的な成長を目指します。 

このように、チャレンジ事業は「収益力の強靱化」に向け重要な役割を担っています。ただし、さ

らなる成長の機会の獲得に向けては、もう一段、二段ギアを上げる必要があると考えました。 
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そこで今回、オーストラリア PNB 社の全株式取得というアクションを決断しました。 

「なぜオーストラリアなのか？」、「なぜビューティケアなのか？」、「シナジーは何か？」とい

う多くの質問をいただきました。 

少し長くなりますがご容赦ください。丁寧にお話をしたいと思います。 

改めての戦略的な意図は、グループとして新たな高収益事業を確立し、拡大していくことです。オ

ーストラリアの内需はもちろん、Sukin 事業は当社各国、特に東南アジアの事業とのシナジーを見

込めることから、当社戦略に合致するものと考えております。 

まず内需です。オーストラリアは安定した GDP の成長が続いており、今後もマーケットの拡大が

見込まれます。また、アジアとの距離が近く、アジア系の移民の方々が多く暮らしています。アジ

アを中心にビジネスを展開する当社にとって、大変魅力的かつ親和性の高い国です。 

「なぜ Sukin なのか？シナジーは何か？」、Sukin のブランドは、ナチュラル・ビューティケアブ

ランドとして現地オーストラリアで確固たる地位を築いており、PNB 社自身も高い収益性を誇っ

ています。この Sukin ブランドを東南・南アジアを中心としたグループ各国に幅広く展開をするこ

とで、収益性の高いパーソナルケア事業を大きく拡大できるものと考えます。実際に、当社の展開

国であるシンガポールは PNB 社の輸出先に含まれており、すでに現地で一定の市場のシェアを有

しています。アジアでの展開加速には期待を置いています。 
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オーストラリアにおいても、現地マネジメントと我々がタッグを組み、PNB 社の事業基盤に当社

のケイパビリティを融合させることで、研究、生産、SCM、そして販売の面からビジネスを拡張

できるものと考えています。もちろん、先々、オーラルヘルスケアの展開もその視野に入っており

ます。 

当社が過去実施した M&A においては、獲得したブランド価値を活かしきれなかったという反省も

あり、今回は、①成長シナリオとシナジーの明確化、②ブランドの独自性を尊重した運営体制の構

築、そして、③統合後の実行体制・ガバナンスの強化、この三つに重きを置いています。 

今回の Sukin ブランドの獲得が、グループのチャレンジ事業における中長期的な価値創出の大きな

出発点、起点になると考えております。 
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続きまして、安定収益化を目指している構造改革事業ですが、本日発表したとおり、化学品事業子

会社 2 社の株式の譲渡を決定しました。 

当社グループの化学品事業の中核をなすライオン・スペシャリティ・ケミカルズ株式会社、その子

会社である IPPOSHA INDONESIA の株式を、アドバンテッジパートナーズがサービスを提供する

ファンドが組成する、株式会社 AP88 に譲渡することを決定しました。 

当社の化学品事業については、これまでグループ会社の再編を含むさまざまな効率化、施策に取り

組みながら、ビジネスを継続してまいりましたが、近年、事業環境が目まぐるしく変化する中、事

業の方向性について慎重に検討を重ねた結果、今回の結論に至っております。 
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同じく構造改革事業であるホームケア事業です。 

収益性の改善に軸足を置きながら、安定的な成長を目指してまいりましたが、国内を中心にすでに

一定の成果が得られており、安定収益事業にシフトできたと考えています。 

しかしながら、収益性の水準についてはまだまだ満足できるレベルではないと認識しています。 

ゆえに、引き続き国内、海外でこちらにお示ししている施策を進め、安定的な成長とさらなる収益

性改善に努めてまいります。 
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先ほど申し上げたとおり、一般用消費財事業の収益構造改革は順調に進捗しています。2025 年に

実行した施策は、2026 年にもその効果が発現します。 

今年も高付加価値化、サプライチェーンの効率化などに取り組み、新たな施策効果を上乗せし、収

益体制のさらなる強化を目指します。 

特に、サプライチェーンの高度化に向けた取組みは具体化が進んでおり、KPI に掲げる EBITDA、

ROIC の改善に大きく貢献してくるものと期待を置いています。 
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続いて連結業績予想と資本政策です。 

今期の業績予想は記載のとおりです。増収増益、事業利益は 350 億円です。 

2nd STAGE の目標達成に向け、着実にステップアップを図っており、2027 年目標に対しておおむ

ねオンラインとなっています。 

なお、事業利益と営業利益の差分は、先ほどお話した化学品子会社の株式売却益が含まれていま

す。 
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セグメント別の外部売上高です。 

新たに進出したオーストラリア、そしてベトナムの貢献もあり、引き続き海外が成長に貢献するこ

とを見込んでおります。 

産業用品の大幅マイナスは、化学品子会社の譲渡影響によるものです。 
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こちらは今期の事業利益の増減イメージです。 

事業アクションによる変化がありますが、海外増収による数量効果、国内を中心とする高付加価値

化・値上げ、コストダウンの推進により、粗利で 98 億円の増加を見込みます。 

一方、競争投資を含め、販管費の増加で 55 億円のマイナスとなりますが、差し引き 43 億円の増

益を予想しています。 
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こちら 2nd STAGE のキャピタルアロケーションのイメージです。 

営業キャッシュフローを中心に 3 年間で約 1,500 億円規模のキャッシュインを見込んでいます。加

えて、化学品子会社の売却によるキャッシュインもあり、当初計画を上回る資金余力を確保できて

います。 

これをどう活用していくか。最優先は成長への投資です。 

右にお示ししたとおり、2026 年から 2027 年にかけ、オーラルヘルスケアへの成長投資を最優先

に、規律ある投資の具体化を目指してまいります。 

株主還元につきましては、毎期の増配を基本としながら、成長投資の進捗等を踏まえ、自己株式の

取得も積極的に活用することでさらなる強化を図ってまいります。 
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株主還元施策です。 

配当につきましては、2025 年は年初想定通り年間 30 円。2026 年は前年から 4 円増配の年間 34

円を予定しています。これで 11 期連続の増配となります。配当性向は約 37.6%を見込んでいま

す。 

さらに、自己株式の取得、そしてその消却についても、先ほど申し上げたとおり機動的に検討して

まいります。 

成長投資、財務健全性を両立させながら株主の皆様への還元をこれからも着実に強化してまいりま

す。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790      

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

32 
 

 

最後に、Vision 2030 2nd STAGE の進捗を改めて振り返ります。主要 KPI の進捗です。 

マージンの改善は極めて順調です。収益構造改革、高付加価値化、コスト改革、これらが確実に成

果として表れています。 

海外の売上成長については事業環境が大きく変化していることから、先ほど申し上げたとおり、パ

ーソナルケア分野を中心に利益ある成長に向けた施策をより一層具体化します。売上成長に関して

は、特に当初の想定から乖離した中国の分を他の国・エリアでカバーしていく手立てを機動的に再

設計しております。したがって、2027 年に向けて掲げております目標を引き続き目指していきた

いと考えております。 
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その実現に向け、グループの意思決定、戦略実行のスピードアップを図るため、すでにアナウンス

をしているとおり、本年 1 月より新たな組織体制に移行しています。 

本日申し上げたことを、この組織体制のもとに迅速に、着実に進めていきたいと思っております。 
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本日の総括です。 

まず一般用消費財事業では、収益基盤の強化により利益体質化が進みました。 

海外は、環境変化への対応力をさらに高める必要があると強く認識しています。 

だからこそ、先ほど話したような体制を活用しながら、スピード、実行力、アジャイル力を活か

し、事業戦略を一つ一つ着実にやりきり、利益ある成長を必ず果たしてまいります。 

そして、重点領域の成長投資を進めながら、企業価値を一段と高めてまいります。 
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最後に、海外について少し補足をさせてください。 

国の役割を明確にしました。利益ある成長、利益率の高いものをいかに伸ばしていくか。これがこ

れから当社の大命題になります。 

その中において、大きく三つに層を分けています。 

収益率をキープしながら利益額を増やす。バングラデシュ、ベトナム、そして今申し上げたマレー

シア。利益率を高めていく、すなわち売上構成を変化させる、タイと中国です。状況を鑑み、利益

率をキープしてさまざまなことをしていく、これが韓国です。 

このように、各国の経済状況、競争状況において、伸ばす、維持する、収益性を確保するといった

ように役割を明確に分けています。当然、ビジネスをする中において、先ほど来お話しているとお

り、さまざまな変化があるでしょう。 

これをうまくマネジメントしながら、全体として、2027 年の海外 10％の成長、これを目指すこと

は歩みを止めず進めていきます。都度、皆様と会話をしながら、その進捗を追ってまいります。 

これが最後にお伝えしたかったメッセージでございます。 

私からの説明は以上となります。ご清聴どうもありがとうございました。 
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